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猿 ヶ 石 川 通 信
第１面 トピックス　　　　　田瀬ダム移転者のつどい開催

第２面 ニュースファイル　　田瀬のみのりまつり、遠野市立土淵小学校水源の森づくり

第３面 インタビュー　　　　宮守町婦人団体協議会会長：多田 静子さん、野鳥コーナー

第４面 インフォメーション　田瀬湖ウォーキング、ダム湖サミット、ふれあいコンサート、他

猿ヶ石川流域トピックス

田
瀬
ダ
ム
移
転
者
の
つ
ど
い
開
催

　

県
内
外
か
ら

　

移
転
者
が
集
う

　

９
月
７
日
（
日
）
、
田
瀬
湖
つ

り
公
園
周
辺
に
て
、「
田
瀬
ダ

ム
移
転
者
の
つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

田
瀬
地
域
の
住
民
が
中
心

と
な
り
実
行
委
員
会
を
発
足

し
、
移
転
者
の
連
絡
先
の
掘
り

起
こ
し
な
ど
の
困
難
な
作
業

を
経
て
、
こ
の
日
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
日
参
加
し
た
移
転
者

は
、
遠
く
は
八
戸
市
か
ら
の
参

加
者
も
含
め
54
名
。
中
に
は
、

車
い
す
で
の
方
や
、
移
転
当
事

者
で
は
な
く
、
そ
の
子
孫
の
参

加
も
あ
り
、
60
年
と
い
う
歳
月

の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

田
瀬
の
子
供
達
が

　

碑
文
を
高
ら
か
に
朗
読

　

移
転
者
の
つ
ど
い
で
は
、
主

催
者
挨
拶
と
し
て
、
同
実
行
委

員
長
の
内
舘
篤
夫
氏
が
挨
拶
。

ま
た
、
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
国

土
交
通
省
北
上
川
ダ
ム
統
合

管
理
事
務
所
長
の
西
條
一
彦

氏
等
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

挨
拶
の
後
は
、
地
元
の
田
瀬

地
域
の
小
学
生
女
子
と
中
学

生
男
子
が
、「
望
郷
躍
進
の
碑
」

の
碑
文
を
読
み
上
げ
、
参
加
者

は
移
転
当
時
に
郷
土
の
未
来

へ
託
し
た
想
い
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
で
は
田
瀬
地
区

の
代
表
的
な
芸
能
と
な
っ
て

い
る
太
鼓
の
披
露
。
先
ず
は
、

田
瀬
地
区
の
小
学
生
で
構
成

さ
れ
る
「
清
流
田
瀬
子
ど
も
太

鼓
」
。
子
供
達
の
躍
動
す
る
姿

に
、
移
転
者
達
か
ら
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
人
達
の
「
激
流
太
鼓
」

が
、
田
瀬
湖
の
山
々
に
響
き
渡

る
力
強
い
太
鼓
を
演
奏
し
、
郷

土
へ
の
熱
い
想
い
が
参
加
者

の
胸
を
打
ち
ま
し
た
。　

　

懇
親
会
で
は

　

思
い
出
話
に
花
が
咲
く

　

式
典
の
終
了
後
は
、
田
瀬
湖

つ
り
公
園
へ
移
動
し
て
の
懇

親
会
。
田
瀬
地
区
の
住
民
が
各

テ
ー
ブ
ル
を
回
り
な
が
ら
、
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
田
瀬
ダ
ム

に
て
水
没
す
る
前
の
田
瀬
地

区
の
風
景
写
真
が
展
示
さ
れ

た
他
、
出
席
者
に
は
実
行
委
員

会
が
制
作
し
た
記
念
誌
『
郷

愁
』も
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

移
転
者
54
名
が
望
郷
躍
進
の
碑
前
で
感
動
の
再
会

子
供
達
の
碑
文
朗
読
と
太
鼓
の
響
き
が
胸
を
打
つ

田
瀬
ダ
ム
完
成
60
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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望郷躍進の碑の碑文を朗読する子ども達。

田瀬の子供達が元気な太鼓を演奏しました。

懇親会では懐かしい人との再会が…。

式典の前に、参列者一同で記念写真が撮影されました。
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９
月
28
日
（
日
）
、「
田
瀬
の

み
の
り
ま
つ
り
」
が
田
瀬
振
興

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

目
玉
と
な
っ
て
い
る
田
瀬
産

の
マ
ツ
タ
ケ
の
生
育
が
不
調

で
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
関
係
各
位
の
努
力
の
も

と
、
快
晴
の
天
候
に
も
助
け
ら

れ
、
約
６
５
０
名
が
来
場
し
、

実
り
の
秋
の
産
物
を
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
田
瀬
ダ
ム
完
成
60

周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
出
店
に
宮
守
コ
ー
ナ
ー

も
特
設
。
宮
守
の
地
ビ
ー
ル
や

名
物
の
わ
さ
び
団
子
の
他
、
宮

守
の
野
菜
や
手
づ
く
り
パ
ン

な
ど
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
の
開
会
前
に
は
、

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
、

の
ろ
し
が
青
空
に
号
砲
を
と

ど
ろ
か
せ
て
華
や
か
な
開
会
。

開
会
行
事
と
し
て
、
主
催
者
挨

拶
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
後
に
は
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し

た
。
は
じ
め
に
、
こ
れ
も
田
瀬

ダ
ム
完
成
60
周
年
記
念
と
し

て
、
田
瀬
地
区
の
隣
集
落
と
な

る
宮
守
町
下
郷
地
区
の
郷
土

芸
能
で
あ
る
「
下
郷
さ
ん
さ
踊

り
」
が
総
勢
20
名
で
参
加
。
き

ら
び
や
か
な
衣
装
の
女
性
の

踊
り
手
が
優
雅
に
、
ま
た
、
男

衆
が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な

が
ら
の
踊
り
を
披
露
。
初
め

て
見
る
と
い
う
田
瀬
地
区
の

方
々
も
含
め
、
来
場
者
は
そ
の

華
や
か
さ
に
目
を
奪
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

宮
守
町
の
郷
土
芸
能
の
次

ダム水没前の田瀬の写真も展示されました。

田
瀬
の
み
の
り
ま
つ
り

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

名物のキノコを買い求める来場者。

物産販売のテントには大勢の来場者が集まった。

遠
野
市
立
土
淵
小
学
校

水
源
の
森
づ
く
り

　

遠
野
市
立
土
淵
小
学
校
４

年
生
18
名
は
、
今
年
度
か
ら
遠

野
市
の
水
源
地
で
あ
る
琴
畑

高
原
を
森
に
再
生
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
野

エ
コ
ネ
ッ
ト
が
こ
れ
ま
で
「
水

源
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
、
岩
手
南
部
森
林

管
理
署
遠
野
支
署
と
協
力
し

て
行
っ
て
き
た
活
動
で
す
。
こ

の
活
動
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
地

元
の
土
淵
小
学
校
が
、
環
境
学

習
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
４
年

は
、
ご
当
地
田
瀬
地
区
の
出

番
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
引
っ
張

り
だ
こ
と
な
っ
て
い
る
田
瀬

の
太
鼓
の
登
場
で
す
。
最
初

は
、
子
供
達
に
よ
る
「
清
流
田

瀬
子
ど
も
太
鼓
」
。
大
勢
の
来

場
者
が
取
り
囲
む
中
、
息
の

合
っ
た
太
鼓
を
響
か
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
「
田
瀬
激
流
太
鼓
」

が
、
大
太
鼓
・
中
太
鼓
・
小
太
鼓

に
分
か
れ
て
の
躍
動
の
太
鼓

を
披
露
。
魅
了
さ
れ
た
観
衆
か

ら
、
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
他
に
、
新
米
の
餅
米

を
使
っ
た
餅
つ
き
が
行
わ
れ

て
、
搗
き
た
て
の
餅
が
振
る
舞

わ
れ
た
他
、
お
楽
し
み
抽
選
会

も
行
わ
れ
、
最
後
の
抽
選
で
は

マ
ツ
タ
ケ
が
当
選
し
た
方
も

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
瀬
振
興
セ
ン
タ
ー

内
で
は
、
か
あ
ち
ゃ
ん
の
田
舎

食
堂
の
他
、
田
瀬
ダ
ム
建
設
当

時
の
記
録
映
画
の
上
映
、
田
瀬

ダ
ム
水
没
前
の
風
景
写
真
展

示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮守から下郷さんさ踊りも参加しました。

ドングリを夢中になって拾う子ども達。

校舎の裏にある畑にドングリが播かれました。

生
が
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
春
は

ミ
ズ
ナ
ラ
の
苗
木
約
60
本
の

植
樹
を
、
そ
し
て
夏
に
は
苗
木

周
辺
の
草
刈
り
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
３
回
目
の
体
験
学
習

と
な
る
９
月
30
日
（
火
）
に
は
、

琴
畑
高
原
周
辺
に
て
ド
ン
グ

リ
拾
い
を
行
い
、
そ
の
後
、
学

校
の
畑
に
ド
ン
グ
リ
を
播
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の
実
が

あ
ま
り
成
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
子
ど
も
達
は
約
30

分
で
千
個
以
上
の
ド
ン
グ
リ

を
拾
い
ま
し
た
。
今
回
播
か
れ

た
ド
ン
グ
リ
は
、
来
年
度
の
４

年
生
に
そ
の
管
理
が
引
き
継

が
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
草

刈
り
な
ど
を
し
な
が
ら
、
３
年

後
に
琴
畑
高
原
に
植
え
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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宮 守 町 婦 人 団 体
協 議 会 会 長　　　

　

み
の
り
ま
つ
り
で

　

 

手
作
り
パ
ン
を
販
売

　

私
は
生
ま
れ
が
、
田
瀬
の
隣

集
落
の
下
郷
（
現
・
遠
野
市
宮

守
町
内
）
な
ん
で
す
。
小
学
校

４
年
生
の
時
は
、
田
瀬
湖
へ
遠

足
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
ま

し
た
。
５
〜
６
年
生
は
砥
森
山

の
登
山
で
し
た
ね
。
宮
守
に

は
、
田
瀬
か
ら
嫁
に
来
て
い
る

人
が
け
っ
こ
う
い
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
私
に
と
っ
て
田
瀬

は
、
身
近
な
存
在
で
す
。

　

「
み
の
り
ま
つ
り
」
に
は
、
田

瀬
ダ
ム
完
成
60
周
年
記
念
と

い
う
こ
と
で
、
宮
守
コ
ー
ナ
ー

の
中
で
私
が
作
っ
て
い
る
パ

ン
を
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
良
い
席
を
と
っ

て
も
ら
っ
た
の
で
、
完
売
で
き

て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。「
下
郷

さ
ん
さ
」
の
踊
り
も
、
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
ね
。
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
の
印
象
は
、
も
っ
と
地

元
の
人
達
と
お
話
し
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
い
い
か
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

　

Ｅ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は

　

 

楽
し
か
っ
た
で
す
よ

　
　

　

夏
に
初
参
加
し
た
、
田
瀬
湖

で
の
Ｅ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会

は
、
み
ん
な
楽
し
か
っ
た
と

言
っ
て
ま
し
た
。
カ
ッ
パ
の
衣

装
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
も

い
た
だ
き
ま
し
た
し
ね
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
ボ
ー
ト

に
乗
る
こ
と
自
体
が
初
め
て

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
私
達
の

前
に
、
子
供
会
の
チ
ー
ム
が
、

帰
っ
て
来
ら
れ
な
く
な
っ
た

ん
で
す
よ
ね
。
私
が
舵
取
り
役

を
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、ち
ゃ

ん
と
コ
ー
ス
を
回
っ
て
ま
っ

す
ぐ
帰
っ
て
来
れ
た
の
で
、
ま

ず
ま
ず
だ
っ
た
の
か
な
ぁ
と

思
い
ま
す
よ
。

　

会
場
に
着
い
た
ら
、「
◯
◯

ボ
ー
ト
部
」
っ
て
い
う
チ
ー
ム

も
あ
っ
て
、
み
ん
な
ビ
ッ
ク
リ

し
た
ん
で
す
よ
。
も
っ
と
私
達

の
よ
う
な
チ
ー
ム
が
増
え
れ

ば
い
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ど

う
も
競
技
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
で
す
よ
ね
。
参
加
費
も
１

チ
ー
ム
が
１
万
円
と
い
う
の

は
高
い
で
す
ね
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
と

か
は
い
ら
な
い
の
で
、
も
っ
と

参
加
し
や
す
く
し
た
ら
良
い

の
に
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

　

集
ま
っ
た
時
は

　

 

楽
し
い
こ
と
を
や
ろ
う

　　

婦
人
会
長
は
３
年
目
で
す
。

私
が
会
長
に
な
る
時
に
、
宮
守

の
婦
人
会
は
、
鱒
沢
・
迷
岡
・
達

曽
部
の
３
地
区
だ
け
に
な
っ

多田　静江（ただ　しずえ）さん

昭和 25 年宮守町下郷地区に生まれ育つ。遠野農業高校を卒業後、神奈川

県の会社に５年間勤務。22 歳の時に、宮守町迷岡地区に嫁入り。その後、

福祉関係の仕事を約 30 年間務める。退職後は長年の夢だった菓子工房

をつくり、クッキーなどのお菓子の他、手作りパンなども焼き、産直等で

販売中。今年の田瀬のみのりまつりでも出店参加した。また、夏の田瀬湖

での Eボートレース大会には、宮守婦人会チームを率いて初参加した。

て
、
会
員
も
半
分
に
減
っ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
補
助
金
も

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
私
は
、「
み
ん
な
が

集
ま
っ
た
時
は
楽
し
い
こ
と

を
や
ろ
う
」
と
考
え
た
ん
で

す
。
今
年
の
研
修
は
、
み
ん
な

で
Ｓ
Ｌ
に
乗
る
ん
で
す
よ
。

け
っ
こ
う
参
加
者
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
来
年
も
、
Ｅ
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
い
の

で
、
ぜ
ひ
、
田
瀬
の
婦
人
達
と

対
決
し
た
い
で
す
ね
。

猿ヶ石川の野鳥

自然ウォッチング

アオサギ（サギ科　全長：93cm）

日本で見られるサギの中で最も大きく、羽を広げると人の背丈以上に

なります。優雅な飛び方に似合わず、ギャーとびっくりするような声

で鳴きます。池の魚を捕ることでいやがられますが、他にカエル、イモ

リ、エビ、カニ、昆虫などを食べます。（写真提供：とうわ野鳥の会）

File No. ９

E ボートレースに参加の宮守婦人会チーム。
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　　　　　　 　水・地域・人　明日へつなぐ　テーマに

　11　　　　　　  　みちのくダム湖サミット in 田瀬
　

　このサミットは、東北６県の国直轄管理ダムの水源地域の

活性化と、観光・学習などの交流の場となることを目的に開催

されるものです。６回目となる今年は、完成して 60 年を迎え

る田瀬ダムに近い、遠野市宮守町の「みやもりホール」が会場

となります。

　第１部は、国土交通省水管理・国土保全局河川環境課流水管

理室長の若林伸幸氏が、最近の河川環境行政の話題について

基調講演します。第２部は、活動報告として、岩手県内の各ダ

ム水源地域ビジョンの活動を中心に、河川やダムを中心とし

た様々な活動が報告されます。第３部は、「水・地域・人　明日

へつなぐ」をテーマにサミットが行われます。コーデイネー

ター役は、元岩手大学学長を務めた平山健一氏。パネラーには

秋田県仙北市長、遠野市長、花巻市長等が参加。基調講演をし

た若林氏も、アドバイザーとして参加します。

　会場のロビーにはダム水源地域ビジョンの紹介や地元の遠

野市を紹介する展示コーナーもあります。参加は自由となっ

ていますので、お気軽にご参加下さいませ。　

　

【日時】 平成 26 年 11 月６日（木）午後１時〜５時

【会場】 みやもりホール（遠野市宮守町　☎ 0198-67-3133）

【内容】 挨拶 /基調講演 /活動報告 /サミット

【問合せ】　（☎ 0198-62-2111 遠野市建設課）

猿ヶ石川流域インフォメーション
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　　　　　　　　　　紅葉の田瀬湖畔で爽やかな汗を！

　　　　　　　田瀬湖ウォーキング 2014
　

　秋深まる田瀬湖畔で、自然を楽しみながら一緒に歩きませ

んか。初めての方でも大丈夫。地元のウォーキング協会スタッ

フが、無理のない歩き方を指導してくれます。この頃、少しお

腹が出て来たかな〜という、日頃の運動不足の方も、この機会

にぜひご参加下さいませ。

　コースは、田瀬湖の名所を巡る 10 ㎞コースと、向い田瀬の

自然を満喫できる５㎞コースの２つから選択してください。

事前に、所定の用紙にて申込となりますので、必要な方はお問

い合わせを。また、希望者には花巻と遠野方面からの送迎バス

もありますので、こちらも事前に申込下さい。ウォーキング終

了者には、完歩証の授与と美味しい豚汁が待ってます。

【日時】　平成26年 11月２日（日）午前９時（受付８時30分〜）

【集合】　花巻市東和町田瀬振興センター（旧田瀬中学校）

【参加費】 300 円（保険料他 /高校生以下無料）

【持ち物】 歩きやすい服装・健康保険証（写）・コップ・雨具・タ

オル・帽子・昼食・飲料

＊雨天決行

＊参加、送迎バス希

望者は事前申し込み

が必要です。

【問合せ】　

実行委員会事務局

（☎ 0198-64-2250千葉）
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典
Q 「流域」の他、「水系」と

いう言葉もありますが？

A 「水系」とは、ある川とその川に合流する他の

川や湖沼や池、また、その川から分岐する川

を含めた水の流れ全体をいいます。「流域」が

空から降った雨の流れる範囲の面的な広がり

を表すのに対して、「水系」は水の流れの線的

なつながりを表しています。北上川の支流で

ある猿ヶ石川は「北上川水系」の一部に含ま

れます。「猿ヶ石川水系」と呼ぶ場合は、遠野

の山々の水源地から、北上川への合流点まで

の沢や池を含む全ての水の流れを表します。

川
豆
辞

紅葉の田瀬湖。 　　　　　　 　東和発電所運転開始 60 周年記念

　　　　　　　　  　J-POWER ふれあいコンサート
　

　今年 12 月に、運転を開始してから 60 年となる東和発電所

が、日頃の理解と協力に感謝の気持ちを込めて、「ふれあいコ

ンサート」を開催します。

　コンサートの出演者は３名。ソプラノ歌手の江原陽子さん

は、NHK「うたってゴー」に歌のお姉さんとしても出演した歌

手です。その他に、ジュネーブ国際音楽コンクール公式伴奏者

の経験を持つピアニストの古澤幹子さん。東京フィルハーモ

ニー交響楽団に在籍していたフルート奏者の糸井正博さんが

出演します。芸術の秋、豊かな歌声と音色をお楽しみ下さい。

【日時】 平成 26 年 11 月８日（土）開演：午後６時

【会場】 花巻市東和総合福祉センター

【出演者】 江原陽子（ソプラノ歌手）、古澤幹子（ピアノ）、糸井

正博（フルート）

【演奏曲】 「星めぐりの歌」「潮騒のメモリー」「さんぽ」他

【入場料】 無料（入場整理券必要）

【問合せ】　東和発電所☎ 0198-44-2111　

11/ ８　


